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Ⅴ　産業日本語研究会ワークショップ講演

　令和 4年 12 月 16 日に開催した産業日本語研究会ワークショップでは、関連
トピックスとして、倉増 一氏（株式会社トランスプライム代表取締役）より、「翻
訳者から見た日本語明細書の改善案」と題する講演があり、日本語特許明細書
を作成する際の注意点、およびそれを翻訳して英文明細書を作成する際の注意
点について具体例を挙げながらご説明いただいた。また、「優れた英文は優れ
た日本語からしか産まれない」等、特許明細書作成における基本的な心構えを
ご教示いただいた。

　また、 鳥居 大祐氏（ 株式会社みらい翻訳 代表取締役社長 /CTO）より、「機
械翻訳の社会実装 現在・過去・未来」と題する講演があり、現在のAI 自動翻
訳（NMT：Neural Machine Translation) の原理、長所／短所、翻訳レベル、
今後の展開（文脈を考慮した翻訳、会議翻訳）についてご説明いただいた。ま
たAI 翻訳の新たな応用分野として、同一言語間での適用事例（難解な文章の
平易化）をご紹介いただいた。

　また、永田 昌明氏（NTTコミュニケーション科学基礎研究所 上席特別研究
員）より、「特許翻訳作業の効率化に向けた機械翻訳モデルの検討」と題する
講演があり、特許対訳とWeb 対訳を使った翻訳モデルの翻訳精度の比較実験
についてご説明いただいた。実験では日英特許翻訳モデルとして下記 3種類の
モデルを作成し：
　①みらい翻訳の汎用モデル
　②汎用モデルを特許日英対訳データだけでファインチューンしたカスタムモデル
　③汎用モデルを特許日英対訳データとWeb日英対訳データでファインチュー
　　ンしたカスタムモデル
　NTTが出願した PCT特許を対象に評価した結果、②と③の精度が良く、③
が最も流暢だが翻訳者には評判が悪いという結果が得られた。また、すべて人
手による翻訳に対して、機械翻訳の後編集による場合の時間短縮可能性に関す
る実験結果（60％程度の時間短縮効果有り）をご紹介いただいた。

　以下に上記 3件の講演内容を掲載する。
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2．「機械翻訳の社会実装 現在・過去・未来」 
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3．「特許翻訳作業の効率化に向けた機械翻訳モデルの検討」





1Copyright 2022 NTT CORPORATION
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JParaCrawl v3.0

•
•
•

•
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v1.0 2019 11 480
v2.0 2020 1 880
v3.0 2022 2 2150
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BLEU

42.60 4.00 4.60

( +JParaCrawl) 45.60 4.10 4.66

( ) 45.65 4.05 4.63
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•
•

+JParaCrawl

552.4 41.2 511.2 253.1 47.5 205.6 248.0 49.2 198.8 

365.0 16.0 357.7 134.1 48.1 101.7 133.3 41.8 101.1 

430.3 40.8 388.6 262.2 28.0 238.4 254.2 30.9 223.3
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